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それではご覧ください



アイデンティティ

個人が自分の内部に連続性と斉一性を感じ
られることと，他者がそれを認めてくれる

ことの，両方の事実の自覚

Erikson, E. H. (1968). Identity, youth and crisis. Norton. https://doi.org/10.1126/science.161.3838.257
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アイデンティティ
• 自分らしさ、自分が自分であること
• 自分らしさを支えているのは？

• 過去の“自分”の経験
• これからの“自分”の見通し

• 過去・現在・未来の時間的連続性か
ら自分という感覚を得ている

未来

現在

過去



アイデンティティ
• 自分らしさ、自分が自分であること
• どんな時に感じるか？

• 気を使ったり我慢せずに振る舞うことができる時
→“友達”が自分らしくいることを許してくれている時
• 主観だけでなく実際に友達から承認されていると感じ
る時



• 他者とは重要な他者から社会文化にいたるまで多層
• 様々な他者から承認を得て“自分らしさ”を感じている
• 斉一性：様々な他者から自他ともに常にその人であると
認められている感覚

斉一性 weblio辞書https://www.weblio.jp/content/%E6%96%89%E4%B8%80%E6%80%A7参考



アイデンティティ

個人が自分の内部に連続性と斉一性を感じ
られることと，他者がそれを認めてくれる

ことの，両方の事実の自覚

Erikson, E. H. (1968). Identity, youth and crisis. Norton. https://doi.org/10.1126/science.161.3838.257
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過去

未来

現在

全体を総合して
自分らしい、らしくない

と感じている



• 統合（synthesis or coherence）
明確な自己の一貫性の感覚、自分らしさ
• 混乱（confusion）
自己が不明瞭で一貫していない感覚、自分らしくなさ

アイデンティティの「対」の関係Point
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統合

混乱 統合
混乱

谷冬彦・宮下一博編（2004）さまよえる青少年の心．北大路書房．



• 職業、パートナーの選択など大人になるために
これからの自分（将来）を探求する時期

• アイデンティティが青年期において発達するの
であれば混乱の割合が低下し、統合の割合が高
まっていく・・はず

青年期アイデンティティの発達

青年期：子どもから大人への移行期
*12歳前後から25歳前後

Point
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9

代表的な質問項目の内容

私は，自分が何になりたいかをはっきりと考えている

私には人生で重要なことがはっきりとわかっている

私は，自分にまとまりを感じている

私は，自分がどんな人間であるのかを知っている

私は，よく自分の意見を変える

私は，人生をどのように生きたいのかを自分で決められない

私は，自分のしていることを本当はわかっていない

私には充実感がない

混乱

統合

畑野快, 杉村和美, 中間玲子, 溝上慎一, 都筑学. (2014). エリクソン心理社会的段階目録（第5段階）12項目版の作成. 心理学研究, 85(5), 482-487.

以下の項目は普段のあなたの考え方や態度にどの程度当てはまりますか？

1．まったくあてはまらない～５．非常にあてはまる

アイデンティティの測定
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N=1,461 N=1,507 N=541 N=1,538

中学から高校にかけては統合が優勢だが大学以降は混乱が優勢になり、その傾
向は社会人になっても続く
統合の高さは心理的健康の高さ、混乱は逆の傾向を示す

Hatano, K., Hihara, S., Nakama, R., Tsuzuki, M., Mizokami, S., & Sugimura, K. (2022). Trajectories in sense of identity and relationship with life satisfaction 
during adolescence and young adulthood. Developmental Psychology, 58(5), 977–989. https://doi.org/10.1037/dev0001326

＊得点の増減についてはLatent 
Growth Modelingで傾きの値に有
意差がみられたものを記載

オランダ、ベルギー
では逆の傾向

Hatano, K., Sugimura, K., & Schwartz, S. (2018). Longitudinal links between identity consolidation and psychosocial problems in adolescence: Using bi-factor latent 
change and cross-lagged effect models. Journal of Youth and Adolescence, 47(4), 717-730. https://doi.org/10.1007/s10964-017-0785-2



• わかったこと
• 日本では18歳以降にアイデンティティの混乱が高
まるにつれて心理的問題もリスクが高まる
→高校までは勉強と進路がマッチしていることから
アイデンティティが明確
→日本の青年は社会に出て主体的に人生を決めてい
く力を獲得できていない？

• わかっていないこと
• なぜアイデンティティは変化するのか？
• アイデンティティの感覚とは？
• アイデンティティを支援できるのか？

わかったこと、わかっていないことPoint
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全般的発達レベル

日常レベル

アイデンティティ

アイデンティティ １年後のアイデンティティ

アイデンティティ

日常的な行動 日常的な行動

器質的
発達

遺伝
環境

２年後のアイデンティティ

器質的
発達

遺伝
環境

器質的
発達

遺伝
環境

アイデンティティのメカニズムの研究を元に
支援するための研究が進められている



Sugimura, K., Iwasa, Y., Kobayashi, R., Honda, T., Hashimoto, J., Kashihara, S., …Hatano, K., & Nakao, T. (2021). Association between long-range 
temporal correlations in intrinsic EEG activity and subjective sense of identity. Scientific Reports, 11, 422. https://doi.org/10.1038/s41598-020-79444-2 

アイデンティティの感覚は脳内機序と関連するのか？

アイデンティティが混乱している人は
前頭葉のランダムなノイズが強い傾向
→ノイズを抑えるような習慣（e.g., 
マインマインドフルネス）が効果的？

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
前頭葉α波のLRTCは、アイデンティティの混乱と負の相関を示した。さらに、記述的分析から、前頭葉βのLRTCはアイデンティティの混乱と負の相関を示し、前頭葉θのLRTCはアイデンティティ統合と正の相関を示すことが明らかとなった。これらの結果は、内在する脳活動の時間的一貫性が高い（逆に言えば、ランダムなノイズが少ない）ほど、アイデンティティの混乱が少なく、統合も良好であることを示唆するものである。



アイデンティティの統合、混乱の遺伝・環境の影響は割合として
遺伝＜（非共有）環境 →環境によってその感覚は変わる

Markovitch, N., Luyckx, K., Klimstra, T., Abramson, L., & Knafo-Noam, A. (2017). Identity exploration and commitment in early adolescence: 
Genetic and environmental contributions. Developmental Psychology, 53(11), 2092–2102. https://doi.org/10.1037/dev0000318

アイデンティティの感覚は遺伝・環境にどの程度規定されるのか？

遺伝
（非共有）
環境

アイデンティティ統合の得点

＊統合、混乱の指標はそれぞれidentification with commitment, ruminative exploration

遺伝
（非共有）
環境

アイデンティティ混乱の得点

40％ 60％ 41％ 59％



Hatano, K., Luyckx, K., Hihara, S., Sugimura, K., & Becht, I, A. (2022). Daily identity processes and emotions in young adulthood: A five-day daily-
diary method. Journal of Youth and Adolescence, 51(9), 1815-1828. https://doi.org/10.1007/s10964-022-01629-x
Hatano et al (in prep)

これまでのアイデンティティの測定
以下の項目は普段のあなたの考え方や態度にどの程度当てはまりますか？

1．まったくあてはまらない～５．非常にあてはまる
（例）“私は将来の計画に安心感を覚えた”

日常レベルで感じているアイデンティティ
今日、あなたは以下のことをどの程度感じましたか？
1．まったくあてはまらない～５．非常にあてはまる
（例）“今日、私は将来の計画に安心感を覚えた”

全体的な統合と日常的な統合の相関係数＝.51
全体的な混乱と日常的な混乱の相関係数＝. 40
日常的なアイデンティティの感覚を変えることが全体的なアイデンティ
ティの感覚を変える可能性

日常レベル
アイデンティティ

２週間（土日を除く）連続
で測定しその平均値を算出

長期発達レベル
アイデンティティ

全体的なアイデンティティの感覚は日常的な感覚と関連するのか？

＊統合、混乱の指標はそれぞれidentification with commitment, ruminative exploration
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アイデンティティのメカニズムの研究を元に
支援するための研究が進められている
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